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東京証券取引所グロース市場への上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

  当社は、本日、2024 年 6 月 14 日に東京証券取引所グロース市場に上場いたしました。今後と

も、なお一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。2024年 8月期（2023

年９月１日から 2024 年８月 31 日まで）における当社グループの業績予想は、次のとおりであり

ます。また、最新の決算情報等につきましては別添のとおりであります。 

【個 別】               (単位：百万円・％） 

決算期 

 

項 目 

2024 年８月期 

（予想） 

2024 年８月期 

第２四半期累計期間 

（実績） 

2023 年８月期 

（実績） 

 

対事業

収益比

率 

対前期 

増減率 
 

対事業

収益比

率 

 

対事業

収益比

率 

事 業 収 益 － － － － － 2,500 100 

営 業 利 益 又 は 

営 業 損 失 （ △ ） 
△2,273 － － △809 － 212 8.5 

経 常 利 益 又 は 

経 常 損 失 （ △ ） 
△2,278 － － △801 － 225 9.0 

当 期 純 利 益 又 は 

当期（四半期）純損失（△ ) 
△2,280 － － △802 － 223 8.9 

１株当たり当期純利益又は１株当

たり当期（四半期）純損失（△） 
△40 円 40 銭 △14 円 22 銭 3 円 96 銭 

１ 株 当 た り 配 当 金 ０円 00 銭 ０円 00 銭 ０円 00 銭 

（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりません。 

２．2023 年８月期（実績）の１株当たり当期純利益又は 2024 年８月期第２四半期累計期間（実績）の１株

当たり四半期純損失は期中平均株式数により算出しております。2024 年８月期（予想）の１株当たり

当期純損失は予定期中平均株式数により算出しております。 

３．2023 年６月２日付で、株式１株につき 200 株の株式分割を行っております。上記では、2023 年８月期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算出しております。
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【2024 年８月期業績予想の前提条件】 

 

当社は、「これまでにない新しい抗がん薬を、一日でも早く患者様のもとに届けることで、『Tomorrow is Another 

day～明日に希望を感じる社会』を実現することを目指しています。。 

当社は、アンメットメディカルニーズの高いがん領域に特化した創薬研究を進めており、これまでになかった

新しい作用機序を有する低分子の画期的医薬品（ファーストインクラス）の研究開発を行っています。ファース

トインクラスの医薬品は、既存治療薬と異なる有用性を示すことが期待され、これまでの治療法を大きく変える

ことができる医薬品に成長する可能性があります。特に既存治療薬では十分な効果が認められず、現在のがんの

進行に不安を感じている多くの患者様に対して、がんの進行をコントロールできるという希望を届けることを目

標に事業の推進を行って参りました。 

当社が得る収入は、当面の間は、ライセンス契約に基づく提携企業からの収入を想定しています。ライセンス

契約の収入には、「契約一時金」「開発マイルストン収入」「販売マイルストン収入」「ロイヤリティ収入」が

あります。また当社は自社でも製造や販売する体制を構築することを視野にいれてパートナー企業との戦略的提

携を進めていますので、今後のビジネスの進展により自社で製品を販売して得る収入も想定しています。 

 

＜事業収益の類型＞ 

収入形態 内容 

ライセンスの契約一時金 ライセンス契約を行った際に独占的な権利をパートナーに付与する

対価として得られる一時金収入。 

ライセンスの開発マイルストン ライセンス契約を行ったパイプラインの開発進捗に応じて設定した

いくつかの目標を達成する毎に一時金として得られる収入。臨床試

験段階での開発マイルストンについては、目標間の期間は数年程度

と想定する。 

ライセンスの販売マイルストン* ライセンス契約を行った際に設置した、上市後に一定の売上目標達

成に応じて受領する収入。 

ライセンスのロイヤリティ* 製品が上市後に、その売上からあらかじめ定められた一定割合を受

領する収入。 

*：現時点での受領実績はないが、受領するために必要なライセンス契約は既に締結されている 

**：*現時点では自社で製品を販売する意思決定は行われていないため、計画上で想定される「製品の販売収

入」については表中に記載されていない。  

 

（１）当社全体の見通し 

当社の研究開発は、近年新たに同定されたがんのストレス表現型である、RNA 制御ストレスに焦点を当ててい

ます。当社は、この RNA 制御ストレスに注目した研究領域におけるリーディングカンパニーとして、新しい抗が

ん薬研究開発を世界に先駆けて行っていると自負しております。 

現在は、２つの臨床パイプライン（CLK 阻害薬、MALT1 阻害薬）に加えて、１つの前臨床研究（注１）段階のパ

イプライン（CDK12 阻害薬）を有しています。また探索研究（注２）段階のパイプライン２つ（GCN2 阻害薬、新

規パイプライン）を保有しています。 

（注１）前臨床研究：臨床試験を実施する前に検討する研究。ヒトにおける医薬品候補化合物の安全性、薬物濃   

度、有効濃度などを推定する研究の総称 
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（注２）探索研究：医薬品の研究開発の初期段階であり、病態の進展に寄与している生体分子（薬物標的）を探

索する研究 

 

2024 年８月期においては、CLK 阻害薬 CTX-712 を中心としたパイプラインの研究開発は順調に進捗しておりま

す。 

CLK 阻害薬 CTX-712 については、新型コロナウイルス感染症への対応が継続している中においても、治験実施

医療機関の協力のもとで患者登録を継続したことで、日本における臨床第１相試験の症例登録（2024 年２月末時

点で合計 60 症例）を完了させることが出来ました。米国における血液がんでの第１／２相臨床試験についても順

調に推移しており、2024 年 2 月末時点においては 12 症例の症例登録を行っており、現在は更なる試験の進捗に

向けた活動を行っているところです。 

MALT1 阻害薬 CTX-177 については、2020 年 12 月に小野薬品工業株式会社と締結したライセンス契約に基づき、

小野薬品工業株式会社が米国において再発または難治性の非ホジキンリンパ腫もしくは慢性リンパ性白血病の患

者を対象に第１相臨床試験を実施頂いているところです。 

現在非臨床段階にある CDK12 阻害薬 CTX-439 については、臨床試験開始に向けての安全性試験や治験原薬の製

造を終え、現在次のフェーズの準備を進めているところです。 

特許については、CTX-712 の物質特許では、１カ国で追加登録されて、現在 50 カ国で登録済み、MALT１の物質

特許では、2 カ国で追加登録されて、現在 8 カ国で登録済み、CTX-439 の物質特許では、1 カ国で追加登録されて、

現在 4 カ国で登録済み、GCN2 の物質特許では、現在 6 カ国で登録済みとなっています。また、CTX-712 に関して

は、固形がんにおけるバイオマーカー特許（WO2023/190967）が公開されたことに加え、2024 年 1 月に新たな特

許出願を行っています。 

 

このような状況のもと、当期の通期業績予想は、事業収益は発生なし（前期は事業収益 2,500 百万円）、営業

損失 2,273 百万円（前期は営業利益 212 百万円）、経常損失 2,278 百万円（前期は経常利益 225 百万円）、当期

純損失 2,280 百万円（前期は当期純利益 223 百万円）を計画しております。 

なお、当社は医薬品事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の業績を記載しておりません。 
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（２）個別の前提条件 

①事業収益 

当期は、当社パイプラインの開発マイルストン等のイベントが発生しないことにより、事業収益（前期は

2,500 百万円）は見込んでおりません。 

 前期は、MALT1 阻害薬 CTX-177 について、2020 年 12 月に締結したライセンス契約に基づき、小野薬品工業

株式会社が米国において再発又は難治性の非ホジキンリンパ腫もしくは慢性リンパ性白血病の患者を対象に

第１相臨床試験を開始し、2023 年 2 月に開発マイルストン 2,500 百万円を受領することにより、前期の事業

収益は 2,500 百万円を計上しております。 

 

②事業費用、営業利益 

 当期の研究開発費を含む事業費用は 2,273 百万円（前期比 99.4％）を見込んでおります。 

 研究開発費については、予測される研究開発進捗を元にして費用を見込んでおります。前期と比較した主な

変動要因は、リードプログラムである CLK 阻害薬 CTX-712 については、米国での第１／２相臨床試験の進捗

により費用が増加する一方で、国内第１相臨床試験の症例登録の完了により費用が減少しているため、前期と

同水準の費用発生を見込んでおり、1,948 百万円（前期比 97.6%）の発生を見込んでおります。なお、現在業

績予想に反映している費用のうち一部の支出が翌期に計上される可能性がありますが、現在の予想値からの

大幅な乖離は見込んでおりません。 

 販売費及び一般管理費については、株式上場関連費用の増加等により 324 百万円（前期比 111.6%）を見込

んでおります。 

 この結果、営業損失は 2,273 百万円（前期は営業利益 212 百万円）を計画しております。 

 

③経常利益 

営業外損益は、主に国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）からの補助金収入 17 百万円及び株式

上場時の支出である株式交付費 22 百万円を見込んでおります。 

一方で、当社の医薬品の研究及び米国での臨床試験においては海外の委託先とも提携しており、支払のため

外貨建ての未払金を保有していることから、為替変動リスクに晒されております。そのため、支払期間を短く

すること等で為替変動による影響の軽減に努めておりますが、完全に回避できるものではありません。当社の

想定範囲を超えた急激な為替変動があった場合は、為替差益・差損が生じ、営業外収益・費用に計上されます

が、事前に見積もることが困難なため、計画として織り込んでおりません。なお、為替のレートについては１

ドル 140 円を想定しております。 

 この結果、経常損失 2,278百万円(前期は経常利益 225 百万円)を計画しております。 

 

④当期純利益 

2024 年８月期につきましては、特別利益及び特別損失は見込んでおりません。 

この結果、当期純損失 2,280百万円（前期は当期純利益 223 百万円）を計画しております。 
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は引受証券会社より入手することができます。また、本記者発表文に記載されている当社の計画、見積もり、予測、予想その

他の将来情報については、本記者発表文の作成時点における当社の判断又は考えに過ぎず、実際の当社の経営成績、財政状態

その他の結果は、経済状況の変化、市場環境の変化及び他社との競合、外国為替相場の変動等により、本記者発表文の内容又

は本記者発表文から推測される内容と大きく異なることがあります。この文書は、米国における証券の販売の勧誘ではありま

せん。米国においては、1933 年米国証券法に基づいて証券の登録を行うか又は登録義務からの適用除外を受ける場合を除き、

証券の募集又は販売を行うことはでき ません。なお、本件においては米国における証券の募集は行われません。 

【業績予想に関する留意事項】 

 本資料に掲載されている当社の当期業績見通しは、本資料の日付時点において入手可能な情報による判断及び

仮定を前提にしており、実際の業績は様々な要因によって異なる場合があります。 

 なお、創薬系バイオベンチャーの一般的なリスクについては、下記のウェブサイトをご参照ください。 

 https://www.jpx.co.jp/listing/others/risk-info/ 
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四半期決算補足説明資料作成の有無：無

四半期決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

事業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年８月期第２四半期 － － △809 － △801 － △802 －

2023年８月期第２四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年８月期第２四半期 △14.22 －

2023年８月期第２四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年８月期第２四半期 3,902 3,698 94.1

2023年８月期 4,909 4,500 91.2

（参考）自己資本 2024年８月期第２四半期 3,672百万円 2023年８月期 4,474百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年８月期 － 0.00

2024年８月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

事業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 － － △2,273 － △2,278 － △2,280 － △40.40

１．2024年８月期第２四半期の業績（2023年９月１日～2024年２月29日）

 (注)１．2023年８月期第２四半期について、四半期財務諸表を作成していないため、2023年８月期第２四半期の記載及
び2024年８月期第２四半期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。
２.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高はありますが、当社株式は2024年８月期第２
四半期では非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年８月期の業績予想（2023年９月１日～2024年８月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年８月期２Q 56,443,800株 2023年８月期 56,443,800株

②  期末自己株式数 2024年８月期２Q －株 2023年８月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年８月期２Q 56,443,800株 2023年８月期２Q －株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含ん

でおります。実際の実績等は、業績の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想のご利用にあ

たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、これまでにない新しい抗がん薬を、一日でも早く患者様のもとに届けることで、『Tomorrow is Another 

day～明日に希望を感じる社会』を実現することを目指しています。

　当社はアンメットメディカルニーズの高いがん領域に特化した創薬研究を進めており、これまでになかった新し

い作用機序を有する低分子の画期的医薬品（ファーストインクラス）の研究開発を行っています。ファーストイン

クラスの医薬品は、既存治療薬と異なる有用性を示すことが期待され、これまでの治療法を大きく変えることがで

きる医薬品に成長する可能性があります。特に既存治療薬では十分な効果が認められず、現在のがんの進行に不安

を感じている多くの患者様に対して、がんの進行をコントロールできるという希望を届けることを目標に事業の推

進を行って参りました。

　当第２四半期累計期間においては、CLK阻害薬CTX-712を中心としたパイプラインの研究開発は順調に進捗してお

ります。

　CLK阻害薬CTX-712については、新型コロナウイルス感染症への対応が継続している中においても、治験実施医療

機関の協力のもとで患者登録を継続したことで、日本における臨床第１相試験の症例登録（合計60症例）を完了さ

せることが出来ました。米国における血液がんでの第１／２相臨床試験についても順調に推移しており、現時点に

おいては12症例の症例登録を行っており、現在は更なる試験の進捗に向けた活動を行っているところです。

　MALT1阻害薬CTX-177については、2020年12月に小野薬品工業株式会社と締結したライセンス契約に基づき、小野

薬品工業株式会社が米国において再発または難治性の非ホジキンリンパ腫もしくは慢性リンパ性白血病の患者を対

象に第１相臨床試験を実施頂いているところです。

　現在非臨床段階にあるCDK12阻害薬CTX-439については、臨床試験開始に向けての安全性試験や治験原薬の製造を

終え、現在次のフェーズの準備を進めているところです。

　特許については、CTX-712の物質特許では、１カ国で追加登録されて、現在50カ国で登録済み、MALT１の物質特

許では、2カ国で追加登録されて、現在8カ国で登録済み、CTX-439の物質特許では、1カ国で追加登録されて、現在

4カ国で登録済み、ＧＣＮ２の物質特許では、現在6カ国で登録済みとなっています。また、CTX-712に関しては、

固形がんにおけるバイオマーカー特許（WO2023/190967）が公開されたことに加え、2024年1月に新たな特許出願を

行っています。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の事業収益は該当ありませんでした。事業費用につきましては、研究開発費

が671百万円、その他の販売費及び一般管理費が138百万円となりました。

　この結果、営業損失は809百万円、経常損失は801百万円、四半期純損失は802百万円となりました。

　なお、当社は医薬品事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の経営成績を記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産合計は3,902百万円となり、前事業年度末と比較して1,006百万円減少し

ました。このうち、流動資産の残高は3,885百万円となり、前事業年度末と比較して1,005百万円減少しました。

これは主として、現金及び預金が1,052百万円減少したことによるものであります。また、固定資産の残高は16

百万円となり、前事業年度と比較して１百万円減少しました。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債合計は204百万円となり、前事業年度末と比較して204百万円減少しまし

た。このうち、流動負債の残高は204百万円となり、前事業年度末と比較して204百万円減少しました。これは主

として、未払金が115百万円減少したことによるものであります。また、固定負債は該当ありません。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は3,698百万円となり、前事業年度末と比較して802百万円減少し

ました。これは、四半期純損失の計上により利益剰余金が802百万円減少したことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,746百万円となりまし

た。当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。なお、当社は、第２四

半期の業績開示を当事業年度より行っているため、前年同四半期との対比は行っておりません。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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　当第２四半期累計期間において営業活動に使用した資金は1,052百万円となりました。これは主に、税引前四半

期純損失801百万円の計上、未払金の減少115百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動に使用した資金は０百万円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において財務活動によるキャッシュ・フローはありませんでした。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年８月期の業績予想につきましては、本日開示いたしました「東京証券取引所グロース市場への上場に

伴う当社決算情報等のお知らせ」をご参照ください。なお、上記業績予想数値は本日現在において入手可能な情報

に基づき判断したものであり、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年８月31日）

当第２四半期会計期間
（2024年２月29日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,799,035 3,746,373

前渡金 40,518 20,265

前払費用 52,058 48,362

その他 － 70,991

流動資産合計 4,891,612 3,885,992

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品 10,675 10,853

減価償却累計額 △6,249 △7,358

工具、器具及び備品（純額） 4,425 3,494

有形固定資産合計 4,425 3,494

無形固定資産

ソフトウエア 2,497 1,495

無形固定資産合計 2,497 1,495

投資その他の資産

長期前払費用 8,691 9,521

その他 1,894 1,894

投資その他の資産合計 10,586 11,416

固定資産合計 17,510 16,406

資産合計 4,909,123 3,902,398

負債の部

流動負債

未払金 248,433 133,042

未払費用 9,882 39,237

賞与引当金 15,720 －

未払法人税等 2,420 1,210

その他 131,784 30,638

流動負債合計 408,241 204,128

負債合計 408,241 204,128

純資産の部

株主資本

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 8,279,601 8,279,601

利益剰余金 △3,894,652 △4,697,264

株主資本合計 4,474,948 3,672,337

新株予約権 25,933 25,933

純資産合計 4,500,881 3,698,270

負債純資産合計 4,909,123 3,902,398

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年９月１日

至　2024年２月29日）

事業収益 －

事業費用

研究開発費 671,110

販売費及び一般管理費 138,546

事業費用合計 809,656

営業損失(△) △809,656

営業外収益

助成金収入 11,363

その他 81

営業外収益合計 11,444

営業外費用

為替差損 3,189

営業外費用合計 3,189

経常損失(△) △801,401

税引前四半期純損失(△) △801,401

法人税、住民税及び事業税 1,210

法人税等合計 1,210

四半期純損失(△) △802,611

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年９月１日

至　2024年２月29日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △801,401

減価償却費 2,111

助成金収入 △11,363

前払費用の増減額（△は増加） 3,696

前渡金の増減額（△は増加） 20,253

長期前払費用の増減額（△は増加） △829

未払金の増減額（△は減少） △115,391

賞与引当金の増減額（△は減少） △15,720

その他 △148,601

小計 △1,067,245

助成金の受取額 17,181

法人税等の支払額 △2,420

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,052,483

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △178

投資活動によるキャッシュ・フロー △178

財務活動によるキャッシュ・フロー －

財務活動によるキャッシュ・フロー －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,052,661

現金及び現金同等物の期首残高 4,799,035

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,746,373

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社の事業セグメントは、医薬品事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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